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1．車 端 設 備

　 1・1　密着連結器お よび 緩衝装置　 新幹線 で は，従

来 の 車両 との 連結 を考慮 す る 必要 が ない の で ， こ れ ら

に拘束 され ず 工 作と ， 機構上 か ら改良 した 回 り子 式密

着連結器を使用 して い る．連結器体 の 材質は SCA 　2，

連結器錠は SC　46 を用い ，引張破壊強度は 実績 で 161

t で あ る．空 気管 は 連結器体 に 固定 し，中間車用 の 場

合 は その 下部 に 電気連結器が取付 け られ る （第 1 図）．

　連結器体は 継手，継手受 を介 して 緩衝装 置に 取付け

られ て い る ．当初， 固定編成端部の み 高性能緩衝装置

を装着する こ と も考 え た が，種 類 が 多 くな る こ と と，

そ れ ほ ど 効果 が 期待 で きない た め ，各車 と も同
一

の 従

来 と同 様 の ゴ ム 緩衝器 を使用 して い る．そ の 構造 は鋼

板 の両面 （端部 は片面） に 波状 ゴ ム を加硫接着 した パ

ッ ドを 7 枚重 ね た もの で ，そ の 仕様 を第 1 表 に 示 す，

　 　 　 　 　 　 第 1表 　緩 衝装置の 佳様
一
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 縦　 　　 　　 　 　　 　212mm

　 最 大 寸 法 　 　 　 　 横 　 　 1 　 　 　 　 266mm

　 　 　 　 　 　 　 　 長　　さ　　
．
　 　　 　　 234mrn

　1・2 前頭設備　 事故 あ る い は 車 両 回 送 に 備 え て 先

頭部 に も連結装置が 装備 され て い る．こ の 連 結装置 は

こ の 車両独特の 構造で ， 特殊継手を使用 し，常時は 上

方 に 折 っ て 格納し，厚 さ 10mm の メ タ ァ ク リル 樹脂

製 カ バ ーで おお っ て い る．連結装置 をこの よ うに処 理

す る こ とに よ っ て，前頭部は こ れ まで に な くす っ きり

した形状に まとめ る こ とが で きた．連結器 を使用す る

際は ， カ バ ーを取 りはずし， 備付の ロ
ーブブ ロ ッ クに

よ っ て 連結器体を下 に つ りおろ す （第 2 図）．

　1・3　ほ　ろ　 試作車 の 走行試験結果 か らは ， 外 ぼ

ろ の 有無 は走 行抵抗 に ほ とん ど関係 が な く量産車 で は

車端 ダ ン パ ，主電動機風道等 の 車端取付部品 の 外観上

の おおい として，外ぼ ろ を取付 けてい る．した が っ て

構造も簡単 な もの と し， 各車 ご とに V 字形 ゴ ム を別個

に 取付 け，車両の 解 結 に は 無 関係 と なって い る．材質

は 天然 ゴ ム で あ る が ， ポ リエ チ レ ン 系塗料を塗装 し，

外板同様に 青と ク リー
ム に 塗 りわ け，列車編成として

の 連続 感 を出 して い る （第 3図）．

　内ぼ ろ は 車両闇の 貫通路 の 保護 として 設け られ，防

取 　 付　 時　 荷　 重 約 2t
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音効 果 を上 げ ， 風 巴 に 耐え る よう設計 されてい る．厚

さ 30mm の軟質 ポ リウ レ タ ン フ ォ
ー

ム をナイロ ン タ

ーポ リン （ナ イ ロ ン基 布に 塩 化 ビ ニ ル を加工 した もの ）

で おおい 縫い あ げ ， 従来の 内ぼ ろに 比較 し相当 し っ か

りした構造 で あ る．こ の ほ ろ布の 屈折強度 は 良好 で，

10 万回の 屈折試験 に 耐 え る．内ぼ ろ の 着脱 は 締付金具

の ハ ン ド ル 操作に よ り簡単 に行 なえる，

　1・4 その他　 従来の特急車両と同様 ， 車体 の ヨ
ー

イ ン グ，ロ ーリン グ を防止 し， 乗 りご こ ちを向上す る

た め，車端ダン パ が取付けられ ， 車体上部 を隣接車 と

ダン パ を介 して連結して い る．ダ ン パ の 減衰力は 従来

車 に 比較 し，か なり大きくと り， 10cm ！s で 800　kg ，
25cm ！s で 2　ooo　kg

， 最大 3000 　kg 出せ る．

　そ の 他 貫通路部 に は ，一
般車 と同様 ， さん 板 ， 渡 り

板 が取付けられ てい る．

2。 窓お よ び戸

　 2・1 固定窓　 客室側 窓は視野を広 くと る た め窓幅

を大 きくし，1
，
2 等 と も腰掛 2 列 に 対して 1 組の 窓を

設 け て い る．ガ ラ ス は 外側 が厚 さ 5mm の 熱線吸収ガ

ラ ス，空気層 6 皿 m ，内側 が厚さ 6mm の 強化 ガ ラ ス

を使用 した複層ガ ラ ス を用 い て い る．ガ ラ ス と して は

熱貫流率も低 く， 気圧差 に も耐える構造 で，特 に内側

を強化ガ ラ ス と し， 客室 に対 して 安全 をは か っ て い

る．1 等 の 窓ガ ラ ス は長 さ 1920mm
， 高 さ 660　mm

と大 き く， 取付時 に ガ ラス 自体 に 無理 な力 が加 え られ

ぬ よ う， 弾性をもた せ た取付 として い る．

　 戸に 取付 け られ た ガ ラス は ，気圧 が加わ る部分 は 厚

さ 6mm の 強化 ガ ラス を， そ の 他 は普通ガ ラ ス を標準

と して い る．運転室前面 ガ ラ ス は ， 外側が厚 さ 5mm

の み が きガ ラ ス
， 中間膜 O．6mm をは さん で 内側 が厚

さ 6mm の 強化 ガ ラス の 合せガラ ス とし， 風圧 に対し

て は ， 最悪条件時で も応力 は 1．Okg ！mm2 以下で あ

り， 鳥を用い た衝突試験 も行 な っ て，安 全 な構 造 で あ

る こ とを確認 して い る．

　 カーテ ン は 客室 の もの に は 横引式 を使用 し，
ユ等車

は レ
ース カー

テ ン も併用 して い る．乗 務 員室，業 務 用

室，ビ ュフ ェの 側窓は 巻上 カー
テ ン を用 い て い る．

　 2・2　開窓 お よび開戸　 1等車乗務員室側窓 は，外

部 との 連絡 を行なうた め ， 内開窓とな っ て い る．窓 の

周囲に 第 4 図に 示 す ゴ ム の チ ＝
一ブ （膨張性 シール と

呼んで い る）を取付 け， 窓 を閉 め た後 ， 1kg ！cm2 の 空

気 を送 り，窓 と車体の す きまを埋 め，気密 を維持す る

構造 で あ る．膨張性 シール は ，こ の 他 ， ビ ＝ フ ＝ 物資搬

入 口，運転室出入 口 等 の 側開戸 に 利用 され て い る．開

窓．開戸 は ヒ ン ジ側 が 固定され て い るた め ， 気密を維

Journal　of 　the　J．S．M ．E ．，　Vol．67，　No ．550

持する た めの 戸 の 押 しつ け量 が十分確保で きず ， そ の

上 ， 側 の 場合 は 面 が 平面 で な い た め，上 記 の よ うに 変

形 の 大 き くと れ る ゴ ム （膨張性 シール の 場合 ，
7mm

以上）を使用 した．気密保持 の 意味か らは開戸よ り引

戸の ほ うが有利 で あ る が ，乗務員室，運転室は 揚所的

に 戸袋 が とれ ず 開 戸 ， 開 窓 と して い る．

　小便所 の 開戸も気密戸で あ るが ， こ の 部分 は乗 客 の

使用 ひ ん度が 高 く， また仕切 が平面 で ある こ と か ら，

固定形状 の ひ れ 付 ゴ ム を用 い て い る．

　2・3 引 戸 第 5 図は 引戸の 押え装置 で ある．側

出入 口 の 引戸 ， 乗客 が 常時開閉す る 仕切引戸，貫通引

尸 ，便所引戸 な ど，気密 を要す るすべ て の 引戸上部に

押え装置 が取付けられて い る．動力源は空気圧作動 シ

リ ン ダ で ある．シ リ ン ダか ら リン ク を介 して 戸 の 両側
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に 設 け られ た 回転軸を回 転 させ
， 軸か らで た腕 で 戸 の

4 箇所 を押え つ け る． トン ネ ル 通過中， 大 部分 は 室外

が負圧 で あるため，戸を室外側へ 押えつ けて い る．室

外 が 負圧 の 場合 は もちろん，その 逆 の 場合 も気密が 確

保 され る よ う， 戸 の 剛性，押え シ リ ン ダの 出力 を設定

して い る，押え動作 を確実 な もの とす るた め ， 引戸 レ

ール は ピ ン で つ っ て い る．側引戸は押え装 E の 他 に ，

従来 と同鎌の 戸閉機構が設け られ るの で ，こ の 部分 の

配管，配線は 複雑 なもの とな っ て い る．

　乗客 の 仕切引戸開閉操作 は，押え装置 の 新設 に か か

わ らず，全 く従来 と同様 で ある．側引戸の 開閉操作は

乗務員が行な うの で，乗客の 乗降に 危険 が な い よ う弱

め 装 置 を設 け ， 戸 の 最終段 に おける 動 きをおそ くして

い る．測引戸は 軽合金製，仕切引戸は，心 材 に 紙を使

用 し，そ の 両側 に 硬 質繊維板，軽 合 金 板 を接着 した ハ

ニ カ ム サ ン ドイ ッ チ構造 で あ る．

だけ軽量化 され て い る が ， 単相で ある こ と ， 電王変 動

が大 きい こ と等の 点 で ，電気的条件は きつ くな っ て い

る．

　3・2　空気調和 ユ ニ ッ ト　 第 6 図 に 空気調和ユ ニ ッ

｝を，第 2表 に そ の 仕 様 を示 す，ユ ニ
ッ トに は 2 粗の

独立 した冷凍 サ イ ク ル が組込まれ て い る．冷凍 サ イ ク

ル は R −22 を冷媒 と し， 全 密閉形電動圧縮機を使用 し

た完全 密閉 サ イ ク ル で （第 7 図）， 室内外の 熱交換器 に

は そ れ ぞ れ 電動送風 機 が 取付 けられ て い る。こ れ ら の

部品は 車体高 さを低 くおさ える た め，平 面的 に 配置

し， 室内熱交換器お よび そ の 送 風機な どの 室内機器は

第 2表　客室用空気調和 ユ ニ
ッ トの 仕様

長 き　　 1310mm

外形 寸法
冒
田尊 1030mm

高 さ 415mm

3． 空 気 調和装置

　 3・1 概　要　 従来の 軍両 の 空気調和 は，冷 房 ， 暖

房 をそれ ぞれ 別 の 機器で 行な っ て い た．た とえぱ ， 電

車特急で は，冷房は 天 井 に 取付 けられ た n ニ ッ ト ク
ー

ラ で，暖房 は 腰掛下に 取付けた 電熱器 に よって い た．

こ の 車両で は
， 冷暖房両用 の ヒートポ ン プ を用い ，こ

れ を小形 ユ ニ
ッ ト化 して ， 天井 に 分散配 置 して い る．

こ の 小 形 ユ ニ ッ トは ，

一
般 の ウ ィ ン ドクーラに 相当す

る もの で ， 最 も簡単な 冷凍 サ イ クル を組込 ん で い る．

小 形 ユ ニ
ッ ト方式 は ，

ユ ニ
ッ トが 専門工 場 で 組 立 られ

る た め，製品として すぐれ，故障 が 少 ない こ と， 小形

化 に よ り量産化 され ， 低 廉 な価格 を期待 で きる こ と，
ユ ニ

ッ ト故障 に 際 して も車両全体 と して は 影響 が 少 な

い こ とな どの 利点が あ り， 現在国 鉄 の 冷房装 置付車両

で は こ の 方式 が最も多 い ．

　 こ の 車両 は交流電車方式 で床下機器 が 多 く，床下 に

ス ペ ース が ない た め ，こ れ らの ユ ニ ッ トは 天 井に 取付

け られ て い る．1 車両 の ユ ニ
ッ ト取付個数 は 平均 10組

で あ り， 1車両分 まとめ て温度調節器 と配電盤 に よ り

制御 され る．

　換気は ， 外気取入 口
， 排 気 口 ともそ れ ぞ れ 客室 1箇

所 に まとめ ， 風道 に より新 鮮 外気 の 分 散 を行 ない ，空

気調和ユ ニ
ッ トそ れ ぞ れ は 気密構 造 と な っ て い る．出

入 台 以 外 ， 便所，化粧 室 ， 運転室 も客 室 と同様 の ユ ニ

ッ トで 空気調 和 され て い る が ， 大 阪寄先 頭 車 機 器 室 に

抵 無線機 器 用 と して 特殊 の 空 気調和 ユ ニ
ッ おが装備 さ

れ て い る．

　ユ ニ ッ トの 電源は主変圧器 三次巻線 に よ る 単相電源

で ， 従来 の MG を用 い た 3 相電源 方 式 に 比 べ ，　MG 分

。 。 …主 回 路 ・ 相 22°V・tlgl／2　6G ・，’s

　 　 　 　 制 御 回 路 　 　単 相　100V ± 5％ 　60　crs

　 　 　 　 　 　 　 　 　 完全密開形電 動機百結式

　 　 電 動 圧 縮 機 　 　出　 　 力　 0．75kW

機
隕1一転 数 1

牲
0 また は 3540rp 皿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 出　 　 力　 0，12kWx2
　　 室外薩動送風磯　　同　転　数　　1630rpm
器 　 　 　 　 　 羽 根 径 　310mm

　 　 　 　 　 　 　 　 　 出　　　 力　　0，05kNV 　X　1

定 　　室内電動送 瓜畿 　　回　転　数　　1080rpm

　 　 　 　 　 　 　 　 　 羽 根 径 　 340mm

格　　冷　媒　制　御　　キ ャ ピ ラ リチ 凸一プ方式

冷 暖 切 換 　電磁四方切換弁

除 霜 装 置 　寔 外熱交換 温度差に よ り作動

冷 媒 R −22 （CHC 旦F2）

冷

一

暖

一力謂

房 45°°kca ’th以 上

塾鬣。％

房　　2500kcal！h 以上
室外　0℃

　 　 　 　 　 　 　 　 　 室内　13℃

風　　量 ．一

　　　旨室 内送風機 　 約

室 外送風機 　　約 　1200mSth6DOmS

／h

堂 費 電 力

重　　　　　 量

約　　 3kW190kg

第 6図　空気調和ユニ
ッ ト
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中央部 の 仕切内に
， 室外機器 は その 両側 の 仕切外 に 配

置 して い る．

　冷暖房の 切替 は，電磁四 方弁 に よ り冷媒の 流れ を切

替 え て 行な い
． 冷房時 は 室外熱交 換器 は 凝縮 器 と し

て，室内熱交換器 は 冷却器 と して ， 暖房時 は その 逆 に

作動す る．車両の 熱負荷は ，換気も含 め て，1 車両 に つ

き， 冷房時最大約 40　000　kcal！h，暖房時最大約 20000

kcal！h で ある．ヒートポ ン プ 10台分の 出力は冷暖房

と もほ ぼ こ れ に 見合 う もの で ， 特 に 暖房時の 補助加熱

器 は設 けてい ない ．

　冬期，室 外熱交換器は ，外気温 よ り更 に 数度低 下 し，

霜の 付着 に よ る暖房能力の 低下の おそ れ が あ る．こ

れ に 備えて，熱交換器前後 の 温度差 を自動的に 検出

し ， サ イ クル を反転 し， 霜 を溶 か す除霜装置が取付

け られ て い る．除霜中， 室内 は 冷房 され るわけで あ

る が，除霜は 各 サ イ ク ル 全 く独立 に 行なわ れ，か つ

働 ひ ん度は mva 道 の 条件 で は，多 くとも ・ 日 1 勢
回 ， また作動時問 も數分間 で ， 室内温度 に ほ とん ど

影響 しな い こ とが実測 され て い る．

　送風機 は 室内外 とも騒音低下 に 意を払い
， 回転数

の 低 い もの を使 用 して い る．室内熱 交 換器下 部 に は

露 受 さ ら を設 け，凝 縮 水 の 撲 水 は 各 ユ ニ ッ トか ら車

体 の 排水管をと お して車端部で まとめ て 室外へ排水

す る．排出部に は水封 装置 が取付 けられて い る．

冫金畷島 切 換 弁

外 熱交換嬰

第 7 図　冷凍 サイ クル （冷媒の流れ ）
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　 ユ ニ
ッ ト部 の 風の 流 れ を第 8 図 に 示す．室内側 の

還気 と外気は 室内熟交換器手誌で 混合 され，室内 へ

　　1
の 吹出 しは ，

ユ ニ ッ ト下部 に 取付 け られた 分配 ダ ク

トに よ り 4 箇 所 か ら吹 出 す．床上 1m に おけ る 許

容風速 は O ．5　m ！s 以内に お さえる必要 が あ る が，天 　語
井面 が床 か ら約 2m と低い こ と，暖房時 の 温風 吹 ゴ
出 は桾当強力 に 行なわ ない と，床面付近 に 冷 気感 が

生 ず るおそ れ が ある こ と，等 の 問題 点を考慮 し ， 暖

冷房時とも無理 の ない 風 の 流れ としてい る．

　第 9 図は ユ ニ
ッ トの 定 置 冷暖房 試 験結果 で ，外気温

と冷暖募出力 の 関係を示す．こ の 図か ら，暖房時，外気

温 0°C に お け る出力 は ，約 2900kcal ！h で あ り， 送

風機電力 まで 含 め た 成績係数は 約 工．3 で あ る．第 10

図 は 試作車 に おけ る実測 例 で あり， 暖房自動運転時 の

ユ ニ
ッ ト各部温度 を示す。内容的に は 量産車 も同様 で

あ る．

　3・3　温度調節器　 温度調節器は 客室中央部天井 に

取付けられ ，
1 箇所で客室全体を制御 して い る．この

中 に 市販 の 調節器 を 3組 （冷房，暖房，冷暖切替用 ）

絽込み，こ の 感温 部 に 送 風機 で 強制的 に 室内空 気 を送

っ て い る．送風機 を用 い た た め，温度 の 検出が 鋭敏 で

営業時 と同条件に おける 開閉 間隔 は 最小 約 2分 と短

Journal　of 　the　J．S．M ．E．，　VoL 　67，　No ．550
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第 8 図　空 気譌和 装置部風の 流れ
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い ．冷暖房 とも， 負荷 に 応 じて ， 全 ユ ニ
ッ トの 半サイ

ク ル，あ るい は 全 サ イ ク ル の 2 段 に 動作す る．

　3・4　換　気　 換気 口 が 多 い こ とは ， 気密の 維持 が

複 誰とな るの で，換気 口 を まと め ， 換気系統は ユ ニ ッ

ト とは 独立 させ た ．もち ろ ん 外 気 が直 接 室 内 に 吹 出 さ

れ る の で は な く，空気調和 ユ ニ
ッ トを経 て い る．第 11

図 に 客室の 換気系統 を示す．屋 根上 の 換気口部 に は風

量 16m3 ！min ，静 圧 60　mmAq の 換気 用 送 風 機 を 2

組取付けた 給気装置 が取付 け られ て い る （第 12図）．

静王が高い の で 多翼形送風機 として い るが ， 乗客 1 人

当 りの 換気量は 20　m31h を見込ん で い る．

　換気 口か らの 空気 は ， 天井内部 を長手 に 通 した換気

風道内を送 られ，各空気調和ユ ニ ッ トの 下部で ユ ニ ッ

ト内 に 吹出され る．排気 は 側下部 に ，端部 に 吸入 口 を

設 けた 撲気風道を通 し，容室 4 箇所 か ら吸入 した 空 気

を，車両中央部床下 に 設けた排気風道へ 送 り， そ の 中

央部排 気 口 か ら室外へ 排 出 す る．換 気 口 ， 緋 気 口 に は

空気作動 の 締切弁が 取付けられ ，
トン ネ ル 通過中は 地

上か らの 信号 に より，こ れ らの 通気口 を締 切 る．気密

壁 を隔て た 化 粧室の 換気 系 統は 客 室 と は 独 立 し て お

り， そ れ ぞれ の 通気 口 に 締切弁を設 けて い る．

4． 腰 掛

向転換は 背ず りの 転換 に より行 なう．背ず りを転換す

る際 ， 座 ぶ とん の 傾斜 も変 る，各人 の 区分 をは っ き り

第 3 表　客室腰 掛の 仕様

　　　 1 等 用　　 2 等 用

形　　　　　　　 式

腰　掛　全　
i
問

腰　　掛　　奥　　行

．ly−“（リク ラィ ニ

背 ず り 轍 式

［（・脚 塑唖
1饕趨一繻 i置

　 725− 1010mm 　 　 　 　 703mm

腰　　掛　　高　　き

座 ぶ と Z 高 き

1025mm 1050rnrn

430mm 430皿 m

背 ず り の 傾 斜

亜面 両　隔

14−−40s　 4 段可変 13
°
30
厂

1160 皿 m 940mm

客　室　通　路　幅 540皿 m

　4・11 等車用腰掛　　1等車用 腰掛は 自在腰掛 で ，

客室中央 の 通路をは さんで 両側 に 2 人掛 の 配 置 で あ

る，従 来 に 比較し て，幅 が 170　mm 広 く，中ひ じ掛 お

よび まくらが新 設 され た．そ の 諸元 を第

3表 に 示 す．

霧鶺懸驚騰 隱麭 くミ
ー

で 4 段 に 変 え られ る ．表きれ 地 は 今 回 車

両 と して は 初め て 使用され た ナ イ ロ ン ブ

リーズ モ ケ ッ トで ある，両側の ひ じ掛 に

ほ さ し こ み 式 テ
ーブル

， 灰 ざらが，脚台

に は 足 掛 が 取付 け られ て い る ．

　 1， 2等 と も営業 面 の 要請か ら，座席聞

隔 ， 幅 寸法， 転換機構などの 条件 は 制約

6eOmm

黔
とん ・背ずりの 1・ ・

− A ・ バ ー へ … 　 ク

モ ケ ・ ト の 騰 1ナ イ ゜ ン フ

与づ、 1
ス te ン ナ

堵 。 ト

　 dO9

圃　3D

蛆

　 20

0

o
　 Z　　　　 3　　　　 4　　　　 5時

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　時　間

　 （注） 暖房自動運転時，ユ ニ ッ トの 半サ イ クル が

　 　 　 on −off 運転 して い る ．

第 10 図　 空気調和 ユ a ッ トの 各部湿度お よ び
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され た が ， そ の 制 限 内 で ，掛 けご こ ちの 点 か ら ， 寸法，

弾性 ， 最終姿勢体圧 分布等に つ い て 機能的 に 検討を加

えて い る．第 14 図は 1等用腰掛 座 ぶ とん お よび背ず

りの 体比 分布で あ る．こ れ か らも， 従 来 の 腰掛 に 比 較

L ，不 白然な身体の 沈 み が 少 な く， 最 も重要な腰推部

の 支 持 状 態 も適切なもの とい える．

　4・22 等車用腰 掛，そ の 他　 2等車用腰掛 は 害室

中央の 通 路 をは さんで ， 2入用 と 3人用 が あ る．3 人

用 が ある た め ， 寸法的 に 回 転方式 が とれ ず，腰掛 の 方

日本機搬学会誌 篝67巻 第550号 （73 ）
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させ る意味 か ら，側ひ じ掛 の 他，取 りは ず し可能 の 中

ひ じ掛 を設 け， 背ず りの 形状もこ の 方針 に よ っ て い

る．ひ じ掛部 に は ，空気調和装置の 室内 グ リ ル と同様，

ポ リカー
ボ ネート樹脂を用 い た ．2 等 は 定 員が 多 く重

量的 に 不利 で あり， 骨組を軽 合金製 とし，1 人分重量

は 約 23kg と非 常 に 軽 量 化 され て い る．人間 工 学的検

討 に つ い て は 1等 と同 様 で あ る．主 要 寸法 は 第 3 表 に

示す．

　 腰掛 とし て は こ の 池運転室の 腰掛 が あ り，運転操作

等の 機能面か ら検討 され た 特殊な形状 とな っ て い る．

5． 照 明 装 置

　新幹線 で は ト ン ネ ル が多く， トン ネ ル 通過 に よ る 明

暗 の 差 を客室内で，で き るだ け感 じ させ ない こ とを考

慮 し，常 時 け い 光 燈 の 点 燈 を 原則 として い る．そ の た

め相当高 い 照 度 を ね らい
， 客 室 で は ， 天 井構造 に 含せ

て換気ダ ク トの 両側に AC 　100　V ，4〔｝W カ バ ー付けい

光 燈 を長 手 に 連 続 して 2 列 配 置 させ てい る．床上 1m
，

読書面 に おける照度は平均 40e　lx を示 して い る．

　けい 光燈照 明 自体に つ い て特 に 変 っ た 点は ない が，

車 両 で は 天 井 が低 く，そ の デ ザ イ ン ，構造 は め だ ち や

背ずワ 座ボ匕ん

背
ず
り

中
心

座
・
丑様

すい ．その 意味 で 燈具は
，

カ バ ーに ア ク リル 板を用い
，

そ の 周囲 に 金属 わ くを まわ さず ， ま た ヒ ン ジ，錠等 を

内蔵 させ ，客 庸 か ら見 上 げ た場 含，ア ク リル カ バ ーが

連続 した よ うに み せ て い る．けい 光！登は ，

一般部 は照

度 の 高 い 白色 を，1 等お よび食堂 は ， 比較的演色性の

すぐれ た 天然白色を使用 して い る．

　先頭軍前頭部 に は 標識 燈 が 左右 に そ れ ぞ れ 2 組取吋

けられ て い る．前燈あ るい は 後部標識澄として使用 さ

れ ， 出力 は 常時 150W ，減光時 50W で ある ．

020
　 　 10
　 　 　 0

OO

σ ，

　 　 40

汐
．笙 前嶽

6．便 所，化 粧 室

　 こ の 軍両 の 便所，洗面所 は ，2 両 に つ い て 1 箇所 に

まとめられ，奇数号軍 の 後位 に 配置され て い る．こ れ

は 床下機器配置の 関係 か らで ，便所，化粧室 に 付随す

る水 タ ン ク ， 汚 物 タ ン ク取 付 け の 余 裕 が ない か らで あ

る．その 配置 は 形式図の とおりで あ るが，洗面 所 2 組，

大便所 2緝，小 便所 1組 が ま とめ られ て い る．

　従来 車 と相違 す る点 は

　（1） 汚物貯留方式 をとった ，

　  　室内 と気密壁 で 仕切 られた た め，換気系統が 複

　 　 雑 に な っ た，

の 2 点で あ る．

　汚物貯留方式 は便所 か らの 汚物，洗浄水を第 16 図

に 示す汚物 タ ン クに た め，運 用中は 外部に 放出せ ず ，

基地 の 排出設 備 で ま とめ て 排出させ る，タ ン クの 容量

は 1　100　1（現在線 に おける調 査 で は ，便所 ユ回使用時

の 洗浄水 も含 め た 放出量は ，約 21 で あ る ．），タ ン ク

両端下部 に は 開 口 部 100mln の 排出用 ボ
ー

ル コ
ッ ク

が，タン ク上部 に は 内部洗浄装置が取付 け ら れ て い

る．

　 タ ン ク本体 は 耐食性 の 高 い FRP （ガ ラ ス 繊維強 化

プラ ス チ ッ ク）製 で ， 特 に タ ン ク低部と側面 は 内側 4

mml 外側 3mm の FRP の 間 に 塩 化 ビ ニ ル 発 ぽ う体

をは さん だ サ ン ドイ ッ チ構造 とし， 路盤からの 砕石 の

飛散に 備え て い る．高速 の た め，砕 石 の 飛散 は 非常 に

　 単位 　9 （16cmfl あ た り）

第 14 図 　 1等腰 掛の 体圧分布
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第 16 図 　汚物 タ ン ク

多 く，汚物 タ ン ク に 限 らず ， 他 の 床下機器 も十分な保

護 を行 な っ て い る．タ ン ク か らの 臭 気 が直接便所内に

も ど らぬ よ う，便器 と流 し管装置 の 間に は水封装置を

設 けて い る．

　便所 と化粧室 を同一ユ ニ
ッ トで 空気調和 し， しか も

互 に 気密壁 で 仕切 ID　，空調用風道の 途 中に も前記の 締

切 弁 を取付け た の で ，換気系統 は 複雉で ある．便所そ

れ ぞ れ に 排 気 扇 を取付け，便所内空気 が 客室側 に も ど

ら ぬ よ う配慮 して い る．

　化粧室は 三 面鏡 を取付 け た他 は，特 に 従来 と異な る

点 は ない ．化 粧 室 へ の 給水 は 床 に 取付 け ら れ た 容 量

1000t の 水 タ ン クか ら行なわ れ る．水 タ ン クも FRP

製 で，胴板の 厚さ 4mm
， 鏡板 の 厚 さ 5mm で ある．

ビ　ュ　フ 　」．

化粧室付近 に は 2kW
， 容量 21t の 電気温水 器 お よ び

冷 水器 が取付け られ て い る．

7．　 ビ ュ フ ェ

　 12 両 の 列 車編 成中，
5 号車 と 9号車 の 半車分 が ビ ヱ

フ ェ とな って い る （第 17 図）．中央部 の カ ウ ン タ をは

さん で，海側が 料理室，山側が客席 で あ る．ビ ュフ ェ、

の 側窓は ，乗客が 立 っ た 状態で も見える よう，ガ ラス

の 大 きさは 2等車と同 じで あ るが取付位置を 160mm

上 げ てい る．料 理 室側 に 電気冷蔵庫，電 子 レ ン ジ をは

じめ ， 大 部分 の 室内機器 が取付 け られ る た め，客席側

の 側窓下部 に 約 0．6t の 鉄板 を分散配 置 し， 左右重量

の ア ン バ ラ ン ス を補正 して い る．普通 料 理 室床 は た る

き床 で あ る が，こ の ビ ュフ ェで は 薄鋼板 （耐候性鋼板）

に 塩化 ビ ニ ル 床仕上材を重ね た化 粧 室 と同様 の 構造 と

し， 約 O．5t の 軽量化をは か っ た．客席｛則テ
ーブ ル 前

に は FRP 製 回 転椅 子 を 13 脚 配 置 して い る．カ ウ ン

タ 上面 の 色を 5 号車 と 9号車 で 変え，仕切壁そ の 他 の

部分の 化粧板 の 模様 も，デザイン 上適 した も の を使用

して い る が
， 回転椅子 の 色 も， こ れ に 含せて 4 種類 の

もの が あ る．

　料 理 室側 に は 流 し， た な等 の 料理 に 必 要 な 設 備 が 装

備され て い る．室 内機器 として ，電気冷蔵庫 ， 誘導加

熱を利用 した 電子 レ ン ジ， 冷水器 ， 飲物冷蔵ケース ，

ジ ュ
ー

ス ク
ー

ラ，エ ア タ オ ル
， 速度計，列車位置裹示

装置等 が設備され て い る．

　ビ ェフ ェ 前位寄 に は ， 電話室 ， 売店 ， 車販準備室，

物置等 の 施設 が まとめ られて い る．
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